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招待講演 

新時代の動脈瘤治療
̶ 脳動脈瘤塞栓術と Flow Dynamics ̶

村山雄一
モーニングセミナー

Merci, Penumbra の後はこうなる !
急性期再開通療法の将来

坂井信幸
ランチョンセミナー

急性脳動脈閉塞に関する最新の話題
木村和美
教育セミナー 1

新時代の急性脳動脈再開通療法
山上宏、豊田一則、松丸祐司、吉村紳一

教育セミナー 2

ステント時代を迎えた脳動脈瘤塞栓術
石井 暁、杉生憲志、宮地茂、松本康史

Big Debate1

Mechanical thrombectomy 時代の再開通療法
Big Debate2

Stent 時代の脳動脈瘤塞栓術
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プログラム 
 
8:45 ‒ 9:15 
モーニングセミナー「Merci, Penumbra の後はこうなる! 急性期再開通療法
の将来」 

(コビディエンジャパン共催) 
演者：坂井信幸, 座長 小宮山雅樹 

 
9:20 ‒ 10:50 教育セミナー「新時代の急性脳動脈再開通療法」 

(センチュリーメディカル、メディコスヒラタ共催) 
座長 寺田友昭 
１ 急性期再開通治療に関する文献レビュー (山上宏)  
２ ここまでできる tPA 静注療法 (豊田一則)  
３ Merci レトリーバーの功罪 (松丸祐司)  
４ Penumbra system の功罪 (吉村紳一)  

 
11:00 ‒ 12:00 Big debate on acute stroke 
「Mechanical thrombectomy 時代の再開通療法 ̶ 私はこう治療する。
Merci 派？Penumbra 派？ LIF や Angioplasty は？」 

(大塚製薬共催) 
モデレータ 江面正幸、坂井信幸 
パネリスト 松本康史、松丸祐司、吉村紳一、豊田一則、山上宏 
症例呈示 今村博敏、今井啓輔 

 
 
12:10 ‒ 12:50 ランチョンセミナー「急性脳動脈閉塞に関する最新の話題」 

(田辺三菱製薬共催) 
演者 木村和美、座長 宮本享 

 
13:00 ‒ 13:40 招待講演 
「新時代の動脈瘤治療 ̶ 脳動脈瘤塞栓術と Flow Dynamics」 

(ストライカージャパン共催) 
演者 村山雄一、座長 中瀬裕之 

  



 
 
13:50 ‒ 15:20 教育セミナー 「ステント時代を迎えた脳動脈瘤塞栓術」 

(Johnson&Johnson 共催) 
座長 村尾健一 
１ 特性 (in-vitro study)からみた Enterprise の適応 (石井 暁)  
２ 絶対失敗しない! Enterprise の留置法 (杉生憲志)  
３ Enterprise 留置後、コイルをどう使うか? (宮地 茂)  
４ Enterprise の合併症、どうリカバリーするか? (松本康史)  

 
15:30 ‒ 16:30 Big debate on stent-assisted embolization 
「Stent 時代の脳動脈瘤塞栓術 ̶ 私はこう治療する。Stent 派？Balloon
派？ Simple/Double Catheter/Hydrocoil は？」 

(テルモ共催) 
モデレータ 伊藤靖、坂井信幸 
パネリスト 石井 暁、杉生憲志、宮地茂、松本康史、村山雄一 
症例呈示 佐藤 徹、松丸祐司 

 


